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１．研究計画の概要 

 本研究の課題は、東アジア諸国の労働市場
がいかにして柔軟性を確保しているかを明
らかにすることである。具体的には、韓国・
台湾・シンガポール・中国などの労働市場の
あり方について、福祉レジームとの相互作用
に注目しつつ比較分析したい。そのため第一
に、労働市場と福祉レジームの相互作用の観
察に必要な統計データベースを、比較可能な
かたちで整備する。第二に、労働市場規制を
めぐる政労使のコーポラティズム的政策形
成に関する資料を収集整理し、比較分析する。
第三に、これまでの研究で明らかにしてきた
東アジア諸国の福祉レジームの変容が、労働
市場の柔軟性／硬直性をどう規定している
かを比較分析する。 

 

２．研究の進捗状況 

①統計データベースの整備については、院
生の協力を得てほぼ完了した。期間中に中国
の省単位のデータについても整理したい。②
コーポラティズム的政策形成に関する資料
は、台湾・韓国についてはかなり収集した。
③福祉レジームと労働市場の関連について
は、失業保険制度に焦点を絞り、目下分析を
進めているところである。 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 ２‐③に記した失業保険制度の分析に集
中しつつ、２‐①のデータベースや２‐②の
政策形成論的な視点をいかに分析に活かし
ていくかを工夫したい。 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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